
経営ﾏｲﾝﾄﾞ及び事業遂行（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）
スキルアップ研修会

【地域力】創出のためNPO法人に
期待されるもの

２００６－３

NPO法人山形専門家ﾈｯﾄﾜｰｸ会員
㈲SKｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 　黒沼　貞志

Copyright　(有)ＳＫソリューションズ　SADASHI　Kuronuma　（2001～　　）



Ｃｏｎｔｅｎｔｓ（もくじ）

■　本研修会の趣旨
■　講師紹介
■　経営課題解決の手法の潮流、プロジェクトと課題解決
■ 地域力創出の鍵
■　経営ﾏｲﾝﾄﾞ＆事業遂行管理を支えるスキル
■ 「ｿﾘｭｰｼｮﾝ（課題解決）」「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（事業遂行管理）」力
　　の意識化とその効果＆事例
■　事業遂行管理（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）の先進事例（ﾋﾞﾃﾞｵ紹介）

Copyright　(有)ＳＫソリューションズ　SADASHI　Kuronuma　（2001～　　）



本研修会の趣旨

■　研修主対象者　：　

　　　ＮＰＯ法人の運営管理者、リーダー＆それらの候補者

■　内容　：　

　 ①対象者の課題解決能力、事業遂行管理能力の向上

　　　のための「実践的必須スキル」のエッセンス提供

　 ②ＮＰＯ法人運営に欠かせない経営マインド・事業マネージ

　　メント能力に関する情報の提供

　 ③今後の「実践的必須スキル」体得への契機（ﾄﾘｶﾞｰ）の提供
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講師紹介

■　自己紹介：

　　①弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ＜URL：http://sk-solutions.org＞
　　　 を参照願います

　　②NPO法人山形専門家ﾈｰｯﾄﾜｰｸのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
　　　 ＜URL：http://www.pronet.or.jp/index.html＞

を参照願います
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経営課題解決の手法の潮流、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと課題解決

■　仕事仕事仕事仕事ののののパラダイムシフトパラダイムシフトパラダイムシフトパラダイムシフト

　　　　　　　　パラダイムパラダイムパラダイムパラダイム　：　：　：　：人人人人々々々々にににに共有共有共有共有されたされたされたされた世界観世界観世界観世界観、、、、もののもののもののものの見方見方見方見方、、、、共通共通共通共通のののの思考思考思考思考のののの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枠組枠組枠組枠組みみみみ・・・・方法論方法論方法論方法論 ≒≒≒≒ 基本的基本的基本的基本的ななななイメージイメージイメージイメージ

　　　　　　　　組織中心組織中心組織中心組織中心のののの仕事仕事仕事仕事　　　　　　　　２２２２極分化極分化極分化極分化　　　　 組織（企業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　個人（個業：ﾏｲｸﾛﾋﾞｼﾞﾈｽ、NPO）

■　冷冷冷冷ええええ切切切切っているっているっているっている雇用環境雇用環境雇用環境雇用環境のののの改善改善改善改善ののののポイントポイントポイントポイント

　　　　　　　　【【【【個業】】】】　　　　 100人人人人のののの会社一会社一会社一会社一つよりはつよりはつよりはつよりは5人規模人規模人規模人規模のののの起業起業起業起業××××20のののの起業起業起業起業
　　　　　　　　　　　　　　　　★★★★ 地域密着型地域密着型地域密着型地域密着型NPOやややや起業起業起業起業（ＣＢ）（ＣＢ）（ＣＢ）（ＣＢ）のののの創出支援創出支援創出支援創出支援　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□□□ 行政行政行政行政のののの施策施策施策施策とそのとそのとそのとその限界限界限界限界

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□□□ ﾘｿｰｽﾘｿｰｽﾘｿｰｽﾘｿｰｽ不足不足不足不足（（（（人材人材人材人材・・・・ものものものもの・・・・資金資金資金資金・・・・ノウハウノウハウノウハウノウハウ））））

　　　　　　　　　　　　 　　　　★★★★ 自立的支援機能（民）＝「地域力」への期待

　
Copyright　(有)ＳＫソリューションズ　SADASHI　Kuronuma　（2001～　　）



経営課題解決の手法の潮流、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと課題解決

■　地域社会を変える力（地域力）の相関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（財）（社）（独）　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾏｲｸﾛﾋﾞｼﾞﾈｽ
３セク、ＰＦＩ・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOHO、ﾃﾚﾜｰｶｰ、ＣＢ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小VB
　　　　　　　　　　　　企業企業企業企業（（（（経済経済経済経済））））活動活動活動活動

　　　　　　　　　　　　　　　×　　　　　×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　行政活動行政活動行政活動行政活動　　　　　　×　　　　地域地域地域地域（（（（ｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨ））））活動活動活動活動
　　　　　　　（諸サービス）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これに≪学≫が加わる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア
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地域力創出の鍵（これまでのNPO活動から見えてくるもの）

■　経営ﾏｲﾝﾄﾞの大切さ

　　 ★ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ支援事業の事例（別紙１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■　事業遂行管理力のののの確保確保確保確保

　 ★ＮＰＯ関係者の事例（別紙２）
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経営ﾏｲﾝﾄﾞ＆事業遂行管理力を支える資質（１）

■　「NPO運営管理者」「リーダー」の資質とは？
目利き 帽子の数＆先見性

行動力 自ら汗を流して行動できる

情熱 明確なポリシーと人を巻き込む熱意

人柄 みんなが慕って集まる人望 （ｷｬﾗｸﾀｰ）

　　 調整力　　　　　みんなのベクトル調整力

　　 聞き上手　　　　話し上手より聞き上手
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経営ﾏｲﾝﾄﾞ＆事業遂行管理を支える資質（２）

■経営マインドの源泉とは・・・

　　★感性の領域
　　　　「好奇心」　「アンテナの高さ」　「アンテナの感度」

　　 ★情報受発信力　　　　　　　　　　

　　　 「帽子の数」：名刺の肩書きでは分らないその人の

活動範囲や人的チャンネル
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経営マインドを支えるスキル

■ 課題解決（ｿﾘｭｰｼｮﾝ）力：別紙3

　　　★課題解決プロセス（Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ）構築能力

■事業遂行管理（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）力：別紙3
　　 ★アクションプラン策定能力（Ｑ品質・Ｃ費用・Ｄ期限）
　　 　　　 事業実行計画書（目標・現状・実現方法・担当・期限・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 期待される成果物）の作成

　　 　　　 作業工程表（作業項目と実現可能なスケジュール）の作成

　　 　★アクションプラン遂行管理能力

　　 　　　 Ｑ・Ｃ・Ｄの代替案（ｵﾌﾟｼｮﾝ）の策定とバランス管理
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プロジェクトの定義（日揮㈱PMﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料より）

定義----ＩＩＩＩ ：：：：

定義----ＩＩＩＩＩＩＩＩ ：：：：

定義----ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ：：：：

プロジェクトとは『在来組織を横断して一時的に組織化された人的資源と非人的資源の統合に

よる活動であり、一定の時間的制約の中で、日程、費用、技術上の明確に定められた目標の達

成を目指した計画』と定義される。

したがって、プロジェクトは、非定例的（non-routine）で、反復性の無い（non-repetitive）、
一回限りの企て（one-off undertaking）であることが特徴である｡

重化学工業通信社「エンジニアリング/プロジェクトマネジメント用語辞典」

プロジェクトとは『在来組織を横断して一時的に組織化された人的資源と非人的資源の統合に

よる活動であり、一定の時間的制約の中で、日程、費用、技術上の明確に定められた目標の達

成を目指した計画』と定義される。

したがって、プロジェクトは、非定例的（non-routine）で、反復性の無い（non-repetitive）、
一回限りの企て（one-off undertaking）であることが特徴である｡

重化学工業通信社「エンジニアリング/プロジェクトマネジメント用語辞典」

プロジェクトとは『独自の成果物またはサービスを創出するための有期活動』と定義される。

有期性とはすべてのプロジェクトに明確な開始時点と終了時点があることで、また、独自性と

は、プロジェクトが創出する成果物やサービスは、ある部分で他と類似性があっても基本的な

点で唯一無二であることを意味する。

Project Management Institute 「「「「Project Management Body of Knowledge」」」」

プロジェクトとは『独自の成果物またはサービスを創出するための有期活動』と定義される。

有期性とはすべてのプロジェクトに明確な開始時点と終了時点があることで、また、独自性と

は、プロジェクトが創出する成果物やサービスは、ある部分で他と類似性があっても基本的な

点で唯一無二であることを意味する。

Project Management Institute 「「「「Project Management Body of Knowledge」」」」

プロジェクト（Project）とは、特定使命（Specific Mission）を受けて、始まりと終わりの
ある特定時期に、資源、状況などの特定の制約条件（Constraints）のもとで達成を目指す、
将来に向けた価値創造事業（Value Creation Undertaking）である。

財団法人エンジニアリング振興協会「Ｐ2Ｍ プロジェクト＆プログラムマネジメント標準ガイドブック」

プロジェクト（Project）とは、特定使命（Specific Mission）を受けて、始まりと終わりの
ある特定時期に、資源、状況などの特定の制約条件（Constraints）のもとで達成を目指す、
将来に向けた価値創造事業（Value Creation Undertaking）である。

財団法人エンジニアリング振興協会「Ｐ2Ｍ プロジェクト＆プログラムマネジメント標準ガイドブック」

プロジェクトは特定のゴールを持つ事業である。プロジェクトは特定のゴールを持つ事業である。



プロジェクトの基本特性（日揮㈱PMﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料より）

有期性

独自性

不確実性

種々の
制約条件

人的資源 非人的資源

明確な目標

プロジェクト

特定の使命 特定のゴール

�日程
�費用（コスト）
�技術（機能・能力）
�品質など

�時間的制約
�費用的制約
�技術的制約
�品質的制約など

�人
�一時的組織
�関連会社・関連組織
�役割分担など

�国・地域的制約
�地理的制約
�気候的制約
�宗教的制約など

唯一無二である。

始めと終りがある。

リスクを伴う。

�資材・原料
�建設機械・工具
�仮設事務所・仮設住居
�予備品など



身近にあるプロジェクト（日揮㈱PMﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料より）

個人レベル
� 入学
� 就職
� 結婚
� 家を建てる
� 子供を育てる
会社･事業レベル
� 新製品(商品)開発
� プラント建設
� 組織･人事制度改革
� システム開発
� イベント開催
国家･行政レベル
� 税制改革
� 宇宙開発
� 選挙
� オリンピック開催

プロジェクトの基本特性

唯一無二である。

始めと終りがある。

リスクを伴う。

有期性

独自性

不確実性



■ 誰もが持っているプロジェクトという発想

　＜講師の例＞
　　 仕事 ： PM手法を山形にて広める（H17以降） ⇒ 展開中
　　　趣味 ： 写真集（HP掲載分300枚を６０歳を契機にＣＤｏｒＤＶＤ）
　　　　　　　　の制作
　　　家族 ： 娘との同居？！？プロジェクト

　＜参加者の例は？＞
　　　　ＮＰＯ活動もその一つ？
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「ｿﾘｭｰｼｮﾝ」「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」力の意識化とその効果＆事例



「ｿﾘｭｰｼｮﾝ」「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」力の意識化とその効果＆事例

　■課題解決のコア･コンピタンス（核となる能力）
　　
　＜ソリューション力＞
　　　　　ｷｰﾜｰﾄﾞ：　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｷﾞｬｯﾌﾟの克服
　　 　　　　　　　　ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ&ﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟの限界克服
　　　　　ｽｷﾙ： 「協働ワークショップ」遂行の力
　　　　　成果：　 合意形成の確保
　　　　　　　　　　 アカウンタビリティ（プロセスのオープン化）の確立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後の展開？
　　
　　　　　「目標展開手法」演習講座
　　　　　「事業アクションプラン」作成演習講座
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「ｿﾘｭｰｼｮﾝ」「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」力の意識化とその効果＆事例

■課題解決のコア･コンピタンス（核となる能力）

　＜プロジェクトマネジメント（事業遂行管理）力＞
　　　　　　「Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａサイクル」
　　　　　　「Ｑ（品質）・Ｃ（費用）・Ｄ（期限）管理」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後の展開？

　　　　
　　「プロジェクトマネジメント実践事例」詳細追体験ＷＳ講座　
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「ｿﾘｭｰｼｮﾝ」「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」力の意識化とその効果＆事例

■ 課題解決のコア･コンピタンス（核となる能力）

　＜連携と協働のしくみづくり力＞
　　　　
　　★補完効果
　　　　　　　　　　　　　　　　いわゆる　　　　　　　　　　　　関係の形成
★相乗効果

　　
★ リソースリソースリソースリソース（（（（人材人材人材人材・・・・資金資金資金資金・・・・資材資材資材資材・・・・時間時間時間時間））））活用の可能性可能性可能性可能性＆＆＆＆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自由度自由度自由度自由度をををを広広広広げるげるげるげる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から　　　　　　　　　　　　　　　へ
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      課題解決協働作業課題解決協働作業課題解決協働作業課題解決協働作業のののの【【【【補完効果】】】】とととと【【【【相乗効果相乗効果相乗効果相乗効果】】】】    
    
                  
            
              
                 相乗効果相乗効果相乗効果相乗効果    

    作 

     業 

     量                               補完効果 
 
                                                 
                                                               ソリューション・コラボレーター作業  
 
                                                                    
                                                                 
                                 顧客作業                                    
 

                                        事業ステージ 



ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの計画・管理ｻｲｸﾙ（日揮㈱PMﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料より）

PLAN
モニタリング、報告、管理全体計画 詳細計画

DO ACTIONCHECK

第２の管理サイクル第２の管理サイクル

第１の管理サイクル第１の管理サイクル

計画フェーズ 実施フェーズ 管理フェーズ分析フェーズ

ボトムアップによる管理トップダウンによる計画
計画・管理の概念計画・管理の概念:  :  

ローリング･ウェイブ計画 重点･例外管理

1. スコープ及び目的の定義
2. 目標の策定
3. 目標達成に向けての計画

1. コミュニケーション
2. コーディネーション（調整）
3. 統制

プロジェクト
スコープ定義

プロジェクト
スコープ定義

プロジェクト
個別計画
（詳細計画）

プロジェクト
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監視および
是正措置

プロジェクト
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特定の使命 特定のゴール

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの目的（日揮㈱PMﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料より）

時 間時 間

コストコスト 品 質品 質

最 短最 短

適 切適 切

適 正適 正

最 良最 良

経済的経済的

廉価廉価

プロジェクトのコスト、時間、品質のプロジェクトのコスト、時間、品質の

３つの目標の間には常にトレードオフ３つの目標の間には常にトレードオフ

の関係が生じる。の関係が生じる。

複数の代替案を用意し､その中から３複数の代替案を用意し､その中から３

者間の最適なバランスをとるものを選者間の最適なバランスをとるものを選

択しなければならない。択しなければならない。



　「課題解決」「事業遂行管理」力の意識化とその効果＆事例

■ 連携連携連携連携・・・・協働協働協働協働のののの参考事例参考事例参考事例参考事例のののの紹介紹介紹介紹介　
　　　　★NPOまなびﾈｯﾄ講座（2市町村4団体連携）：NPO＋任意団体（＋企業）
　 ★地域異業種連携・協働事業創出 ： ＮＰＯ＋福祉＋農業（別紙4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 飲食＋福祉＋農業＋行政（別紙5）
　　　　 ★★★★新事業創出（別紙6）：

公共土木事業（第１の柱）　　　　　　　　　　　　　バリアフリー 住宅分野事業（第２の柱）

　　　　　　　　　　　　　　　　 少子高齢多老社会の家庭密着型諸サービス業（ﾊﾟｰﾄﾅｰとの連携）（第３の柱）

　 ★産学官民連携事業 ： ＣＢ創出支援事業（5年間）
　　　「県＆村山総合支庁／ＮＰＯﾌﾟﾛﾈｯﾄ／山形大学地域共同研究ｾﾝﾀｰ」間の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連携・協働

　★県のNPOなどとの「協働企画提案事業」：ｽﾀｰﾄの途に着いた所で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まだ未知数
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事業遂行管理（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）の先進事例（ﾋﾞﾃﾞｵ紹介）

■日揮株式会社海外プロジェクトにおける

　　 プロジェクトマネジメントプロモーションビデオ

　＝ ｼﾞｬｲﾛｺﾝﾊﾟｽ（回転羅針盤）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ

　　　　 ｲﾝ ｸｪｰﾄ（KNPC ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） ＝
　　　　　＜製油所ﾓﾀﾞﾆｾﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ　＋

　　　　　　　　　　製油所ﾌｧｰｻﾞｰｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ＞

　　　　　　総事業投資額　≒　７，０００億円／４～５年
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